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標高を測る

　現地調査の図面には、 必ず標高を記入します。 高さ

を測る地点にスタッフ （箱尺） を立て、 その目盛りをレ

ベル （水準器） で読みます。 スタッフの数字 「８」 の上

には３ｍｍ幅の白枠、 その上に２ｍｍ幅の黒枠、 横には

5mm と 1cm の黒白の目盛りが規則的に並んでいま

す。 昔は右端の数字はなく、 目盛りを素早く間違わず

読むことが求められました。読むことが求められました。

5mm と 1cm の黒白の目盛りが規則的に並んでいま

す。 昔は右端の数字はなく、 目盛りを素早く間違わず

読むことが求められました。読むことが求められました。

レベル スタッフ目盛

確認される環状ブロックと呼ばれるものです。環状ブ

ロックの成因は、ナウマン象などの大型獣の狩りを集団

で行ったとする説をはじめ、石器の製作と交換の場、ま

つりの場など集団間の生活の痕跡といわれています。

　出土した石器には、狩猟具であるナイフ形石器、木・皮・

骨角などを加工するための削器や掻器、伐採具である刃

部磨製石斧、石器製作用の敲き石（ハンマー）などがあ

ります。

京都駅からＪＲ山陰本線で福知山駅を過ぎて２駅目に下夜久

野駅があります。駅の東側、由良川の支流牧川のほとり、河岸

段丘が形成した小高い台地上に位置する遺跡です。

　後期旧石器時代前半期、今からおよそ 36,000 年前の地層か

らたくさんの石器が出土しました。京都府内では最古の遺跡の

ひとつです。令和３年度の調査区では、およそ数メートルの範

囲に石器が集中するブロックが十数か所で確認できました。そ

れらは、広場とも思える石器の出土しない空閑地を囲んで楕円

形に分布していました。これは、後期旧石器時代前半期にのみ

さっき そうき

たた

稚児野遺跡（福知山市）

環状ブロック調査状況 （北西から）

ち ご の

由良川の中流域左岸にある観音寺遺跡からは不思

議な土製品が出土しています。左は、弥生時代中期

の竪穴住居跡から出土した虫を表現したような土製

品（長さ 6cm）。右は、後期の竪穴住居跡から出土し

たゴルフボールのような形をした穴の開いた土製品

（直径 3.5cm）。2000 年ほど前の当時の人々が何を目

的にこのような造形品を創り出したのか、まだまだ

わからないことばかりです。

不思議な土製品（福知山市観音寺遺跡）

由良川の中流域左岸にある観音寺遺跡からは不思

かんのんじ

稚児野遺跡
ち ご の



10. 稲葉遺跡

７．池上遺跡

８．時塚遺跡

11.木津城山遺跡

２．金谷1号墓

５．志高遺跡

１．赤坂今井墳墓
３．奈具墳墓群

６．狭間墳墓群

４．日吉ヶ丘遺跡

９．下植野南遺跡
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弥生時代になると区画をもった墓が登場します。こ
こでは、平地の区画墓を方形周溝墓、丘陵上の区画
墓を方形台状墓と呼び分けます。弥生時代の墓は、
地域色があり、時期によって様子が変化していきま
す。墓地はムラの一角に営まれることが多いです
が、府北部（日本海側に注ぐ水系）では、後期にな
るとムラから離れ、山の上で造られるようになりま
す。一方、府南部（淀川水系）では、平地で方形周
溝墓が造られることが多いようです。また、府北部
では弥生時代中期に山陰地方に見られる、墳丘の斜
面に石を貼った方形貼り石墓が造られます。

北の山の墓　　　　南の平地の墓

京丹後市奈具墳墓群
中期の大規模な水晶と緑色凝灰岩を用いた玉作り工房が見つかった奈具岡遺
跡の隣の丘陵上には、３基の長方形の墓が並んでいました。一つの墳丘で多
数の埋葬を行っています。墓穴の大きさが均一で被葬者はいずれも成人と考
えられます。

舞鶴市志高遺跡
中期の居住域を挟んで、南西側で方形周溝墓群（左）が、北東側で方形貼り石墓群（右）がみつかっています。
方形周溝墓は南の地域から、方形貼り石墓は西の地域から伝わったものと考えられます。

京丹後市赤坂今井墳墓（国史跡）
弥生時代後期になると府北部では、装身具や武器・工具などの副葬品が豊かな有力
集団の墓が誕生します。後期の終わりころに築かれた東西36ｍ・南北39ｍ・高さ
3.5ｍを測る方形の墳墓には、巨大な埋葬施設が築かれていました。

京丹後市金谷１号墓
弥生時代後期に築かれた府北部の方形台状墓には、大小複
数の埋葬施設があることが特徴的です。子どもを含めた親
族集団が埋葬されていたのでしょうか。

与謝野町日吉ヶ丘遺跡（国史跡）
大きな環濠集落の縁辺から見つかった長方形の墳丘の斜面に石を貼った大きなお
墓です。長辺32ｍ・短辺20ｍを測ります。埋葬施設は一つで、被葬者の頭部と推
定される位置から、水銀朱と677点以上の碧玉製管玉が出土しました。
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丘陵上に並ぶ台状墓　 二つの墓域

多数の埋葬施設を営む墳墓

中期の大型方形貼り石墓
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京田辺市稲葉遺跡
ＪＲ京田辺駅前の開発に伴い前期の方形周溝墓
が１基みつかりました。一辺12ｍを測り、単独
で営まれていました。

大山崎町下植野南遺跡
100ｍ四方の広大な墓域から中期に営まれた79基の方形周溝墓が見つか
りました。埋葬施設の多くは失われていましたが、一つの墳丘に１～４
基の埋葬施設が営まれたようです。

南丹市池上遺跡の方形周溝墓には、複数の埋葬
施設をもつものがあります。

木津川市木津城山遺跡
平地と比高差70ｍの丘陵上の後期の集落遺跡で
は、居住域と異なる尾根上で３基の方形台状墓
から14基の埋葬施設が見つかりました。

府南部でも北に位置する大堰川の流域でも、亀岡市や南丹市などで中期
の方形周溝墓が平地から見つかっています（７　南丹市池上遺跡、８　
亀岡市時塚遺跡）。また、後期後半の複数の埋葬施設を営む南丹市狭間
墳墓群（６）は、台地の上に営まれていました。

時塚遺跡 狭間墳墓群

池上遺跡

高地性集落の台状墓
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府内最大の方形周溝墓群

桂川上流域の墳墓
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